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みつぎれじぞう（神岡町沢田）

このおじぞうさんは、からだが、頭・胴〈どう〉・足のみっつにわかれている、たいへんめずらしいおじぞうさんです。たいへんふるいおじぞうさんなの
か、顔は、はっきりしませんが、じっとみていると、のみのあとが、やさしそうな目もとをきざんでいます。

むかし、このへんいったいに大水が出たときのことです。はげしい雨もやんで、川の水かさもへりはじめたころ、村人が土手にあがってみました。すると、
川上から、ちいさなお堂のようなものがあおむけになって流れてくるのがみえました。ふしんに思った村人が、引きあげてみると、おじぞうさんのお堂でし
た。中をあけてみると、みっつにきれているおじぞうさんが、ころっころっと出てきました。

「もったいない、もったいない、おじぞうさんがずぶぬれになって。」
「このまま、村へ持ってかえって、おまつりしよう。」
「いやいや、そんなことをしたら、ばちがあたるかもしれん。」
と、口ぐちにいいあっていましたが、もういちど川へ流すことにきまりました。お堂の中に、ていねいにいれられたおじぞうさんは、ふたたび川へもどされ
ました。
しばらくお堂のゆくへを見まもっていた村人たちが、かえりかけようとすると、どうでしょう。いままで、川下へ流れていたお堂が、どんどん川をのぼって
くるではありませんか。おどろいた村人たちは、口ぐちに
「えらいこっちゃ、おじぞうさんが、川をのぼってくる。」
「どんどんくるで、これは、この村でおまつりせにゃ。」
「そうや、そうや、そうや、村へ持って帰って、みんなでおまつりせにゃ。」
といいながら、おじぞうさんをだいじに持ちかえり、村の小高い広場におまつりしました。村人たちは、川をさかのぼってくるおじぞうさんは、たいへんあ
りがたいおじぞうさんだ、ごりやくも大きいだろうと、このみつぎれじぞうをだいじにまもりつづけました。
そのためか、この村からは、わるい病気もなくなり、みんななかよくくらせたということです。
その話をきいたほかの村の人たちも、このみつぎれじぞうを、おがみにきたということです。とくに、おこりという病気には、とてもよくきいたということ
です。

いまでも、八月二十三日のばんには、村人たちが、このおじぞうさんのまわりに集まり、夜のあけるまでおどりあかすということです。
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